
高所作業の危険度を確認しよう！
2013/10/1

危険度が高い 危険度が低い

足場架設 鳶工 （足場） 足場組立時に使用等

鉄骨組立 鳶工 （鉄骨）

鉄骨溶接等 鳶鍛冶工

デッキ組立 デッキ工

屋根組立 屋根工

揚重機組立 揚重機工

跨線橋解体 解体工 （跨線橋）

その他躯体工事 その他 開口養生等に使用

外装工事 外装工、サッシ工

ガラス工、防水工、左官工

金物工事 金物工（Ａ）

金物工（Ｂ）

耐火被覆、断熱工事 耐火被覆工、断熱工

内装工事 軽鉄ボ－ド工、パネル工

その他内装工事 その他
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主な作業内容

危険度の種類
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【作業床の設置】
・高さ2ｍ以上で墜落の危険のあるときは作業床を設置する

【開口部等に設置する設備】
・高さ2ｍ以上の作業床の端部、開口部等には、囲い、手すり、覆い等
　を設置。設置困難な場合や臨時に囲いを取り外すときは、防網を張り
　安全帯を使用する

【作業床の設置できない場合の設備】
・作業床の設置できない場所については段差５００ｍｍより高いところを跨ぎ、高さ７５０ｍｍより
　低い部分を潜らなければならい箇所を設けない上で、以下のような安全設備を設置する。

使用者※２

（主な業種名）
120tクローラークレーン 揚重機工

解体

揚重機工

弋工

揚重機工

弋工

弋工

鳶鍛冶工

3G 弋工 親綱＋安全帯

RG 鳶鍛冶工 親綱＋安全帯+水平ネット

3G 親綱＋安全帯+安全ブロック

RG 親綱＋安全帯+水平ネット

弋工

弋工

鳶鍛冶工

屋根工

弋工

鳶鍛冶工

揚重機工

揚重機工

揚重機工

揚重機工

弋工

弋工

弋工

弋工

スラブ解体用養生足場 解体工 親綱＋安全帯

鉄骨スラブ受桁撤去 解体工 親綱＋安全帯

※　詳細計画により随時追加する。また、さらに検討を加えることにより作業床を設置できる方法を
　 　探求する。
※２　使用者についてはＪＶが認めた工種、およびＪＶが特別な教育を行った者とする。
※３　専用の物を使用し、作業床等が設置でき、墜落の危険性がなくなった時取り外す。

作業内容
※ 場所 安全設備

親綱＋安全帯 一部安全ブロック使用 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

750t組立 親綱＋安全帯 一部安全ブロック使用 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

750t解体 親綱＋安全帯 一部安全ブロック使用 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

鉄骨地組構台 高所作業車 一部親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

鉄骨建て方 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

デッキ張り デッキ工 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

外部足場組立 親綱＋安全帯（大組工法：クレーン使用） 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

750t構台解体 親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

屋根張り 親綱＋安全帯+水平ネット 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

立入禁止※３

（特定業者専用）看板

メンテック詰所解体 高所作業車 一部親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

トラベラークレーン
組立

親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

トラベラークレーン
解体

親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

2期クローラークレーン
組立

親綱＋安全帯

立入禁止※３

（特定業者専用）看板

仮設開口周りの
仮設手摺撤去

親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

2期クローラークレーン
解体

親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

本設開口周りの
仮設手摺取付

危険箇所の設備設置基準

1期、2期取合部の
手摺取付

親綱＋安全帯 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

跨線橋解体 立入禁止※３

（特定業者専用）看板

本設開口周りの
仮設手摺撤去

親綱＋安全帯

オレンジ 黄 白 青
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【親綱の色で立入禁止区域を明確に！！】 
 工種による完全な区画表示が難しい工事現場では親綱の色分け表示を行うことによ
り、ひと目で作業箇所の危険度を表し作業環境に不慣れな作業員を立ち入らせない
ための立入禁止表示としての役割を持つ。 
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「安全帯使用宣言」のヘルメットシールを職種によるグループ分け色にす
ることにより、誤って危険個所に立ち入っている時に周囲の者が声掛けを
行えるよう大きめのシールとした。 

【グループ分けがひと目で分かる安全帯使用宣言】 


